
医学図書館 (2012) 59巻3号:176～179.

医療者の闘病記読書に関する質的研究：何が得られるのか
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Ⅱ、対象と方法

１．対象

当院に勤務する医療者6名を対象とした。医師が３名，

看護師が２名，薬剤師が１名であった。研究の結果が最

終的に臨床現場で働く医療者，および臨床に出ていく医

療系学生に還元されるという意味で，日常的に患者と関

わっている医療者を選択した。
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から分析検討した報告がある')'2)。また，闘病記を医学

教育に利用した報告も見受けられる3)'4)。生物医学モデ

ルのみを教えていた時代から，患者の語りも聞ける医療

者の育成という目的において，闘病記は必要性を増して

くると予想される。しかし，これらの取り組みは始まっ

たばかりであり，闘病記を読んで医療者が何を得ている

のか，闘病記が果たして医学教育に役立つものなのかな

蔓,根本的な命題は残されたままとなっている。
そこで，今回闘病記を読んだ医療者がそれをどのよう

に捉え，何を得ているのかを明らかにすることを目的と

して，質的研究を行った。

I・背景と目的

近年，闘病記が医学・薬学・看護学の分野（以下，医

療分野）で取り上げられるようになっている。それには

次のような背景があると思われる。

これまでの医療は，病気を身体というシステムの異常

として，その原因を微視的に捉えていく考え方をしてき

た。病気の原因を細胞・遺伝子レベルまで掘り下げて研

究することで，薬物療法をはじめとした「病気の治療」

が見出された。また，機能を果たさなくなったシステム

の一部（機能不全を来した臓器や組織）を手術で取り除

いたり，さらにはシステムを取り換える方法まで生み出

された。このようにして病気をシステム異常とすること

で，現代の医療は進歩し，様々な恩恵を与えている。こ

れを生物医学モデルの医療という。しかし，生物医学モ

デルは，身体を人間の精神から切り離した客体として捉

えるものであり，患者が置かれている個々の状況や，患

者それぞれ独自の「経験」は，医療にとっての関心事の

枠外に置かれてしまう可能性を学んでいる。このよう

な“冷たい”医療は患者にも感じ取られていることは明

らかである。「病を見て人を見ず」という郷愉が，現代

医療を批判する際の決まり文句になっているという事実

が，そのことを雄弁に物語っている。その反動として

(といってよいであろう)，病気によって影響を受ける人

間の生の体験に目を向け，患者を病を抱えた人間として

理解する考え方が登場した。病気の原因からスタートす

るのではなく，それを経験している患者の「語り」を中

心に病を理解しようというものである。

このような流れの中，患者の「語り」を知るという意

味で闘病記が利用されていると考えられる。医療系の図

書館においても闘病記を収集するところが増加してい

る。その'情報源を利用して，患者や家族の思いを闘病記
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２．方法

１）闘病記を読む

対象者には各々１冊の闘病記を新たに読んでもらっ

た。闘病記は短期間（2週間以内）に読了可能な分量で

あることを主な選択基準としたが，病名が重ならないよ

うにも配慮して選んだ。選択された闘病記は以下の６冊

である。

①織田孝一郎がん難民の哀歓．金沢:時鐘舎;2007.

②屋形千秋．成人Ｔ細胞白血病ＡＴＬ闘病記:乗り越え

ることが運命ならば．鹿児島:南方新社;2008.

③栗原茎．幸せながん患者になるのだ！；子宮頚部腺

がん治療記録．東京:文芸社;2007.

④桃井和馬妻と最期の十日間．東京:集英社;2010.

⑤絵門ゆう子．絵門ゆう子のがんとゆっくり日記東

京:朝日新聞社;2006.
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